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タバコ培養細胞 BY-2 の時空間分解顕微ラマン分光： 

「生命のラマン分光指標」の検出 
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【序】 タバコ培養細胞 BY-2 は、非常に均一な細胞集団より成り、1 週間で約 100 倍と植物細胞

としては類を見ない速度で増殖するという特徴を持つ。そのため、多分野で解析に用いられてい

る重要なモデル植物細胞である。当研究室では、生きた酵母細胞の時空間分解ラマンスペクトル

の測定から、ミトコンドリア中に「生命のラマン分光指標」と名づけたラマンバンド（1602cm-1）

を確認している 1)。この指標が細胞の呼吸・代謝活性を鋭敏に反映し、細胞の生死の判定に決定

的な役割を果たすことが期待されている。本研究では、時空間顕微ラマン分光法を用いて、タバ

コ BY-2 細胞について分子レベルでの分析を行い、酵母以外の生物にも「生命のラマン分光指標」

が存在するかどうか確認することを目的とした。 
 
【実験】 共焦点顕微ラマン分光装置を

用い、生きたタバコ BY-2 細胞内のミトコ

ンドリア付近にレーザーを集光し、ラマ

ンスペクトルを測定した。励起光源が

He-Ne レーザー（発振波長 632.8nm）、

空間分解能がステージ面内で 250nm、光

軸方向で 2µm の装置（図 1）と、励起光

源が Ti-sapphire レーザー（発振波長

785nm）、空間分解能がステージ面内で

320nm、光軸方向で 3.4µm の装置（図 2） 
を用いて測定した。試料の BY-2 細胞はミ

トコンドリアを GFP でラベルしてある。

632.8nm 励起の装置では細胞をスライド

ガラスとカバーガラスにはさんで固定し、

サンプル位置では 6mW、露光時間 100
秒で測定した。785nm 励起の装置では

conA（固定剤）でコートされた石英ガラ

スボトムディッシュ上に細胞を固定し、

サンプル位置では 15mW、露光時間 120
秒でラマンスペクトルを測定した。 
 
 
 
 

図 1 励起波長 632.8nm 共焦点顕微ラマン装置 

 

図 2 励起波長 785nm 共焦点顕微ラマン装置 



【結果】
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